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 記者が現場を歩き、見て、聞いて感じながらニュース

の深層、話題の人物の内面に深く迫る、超大型ルポシリ

ーズ「Ｓ（ストーリー）」。開始以降、「ダルビッシュの

謎」「欧州ホットスポット」、そして「橋下大阪市長の源

流」と、絶好調です。 

 今回お届けするテーマは、「東日本大震災と自衛隊」。昨年の３月 11日

以降、自衛隊は定員の半数にあたる 10万人を被災地に派遣し、被災者の

救援活動などにあたりました。おびただしい数の「死」と直面した部隊があれば、連絡のつかない家族

の安否を気にかけながら救出活動に当たった部隊もありました。これまで華々しい救出活動ばかりに陽

があたっていましたが、語られることのなかった、自衛隊員が向き合った「死」と、永遠のテーマでも

ある「公務と個」の関係についても深くルポしました。防衛大出身の社会部ベテラン記者がお届けしま

す。 

日曜朝は『Ｓ』で始まる――。ご期待ください。 

 

 

 

 

 

 ゴールデン・ウイークが目前ですが、まだ予定を決めていない人も多いのでは。大型

連休の快適な過ごし方を特集します。25日は東日本大震災の被災地支援を兼ねた東北の

旅行プラン、26日は格安航空会社など交通機関のお得な利用法を紹介します。30日以降

も渋滞対策などを取り上げていきます。 

 

 

 

 

 

 

東日本大震災に伴い休載していた「月刊だまされない」が再開します。今回の

テーマは投資詐欺。社債の購入などを消費者に持ちかけるのですが、最近は「確

実にもうかる」だけでなく、脱原発や震災復興を口実に使うケースも。投資勧誘

詐欺の手口と自己防衛術を、弁護士の村千鶴子さんが教えます。 

 

シリーズ「２倍楽しむＧＷ」 

くらしナビＡ面 25日（水）、26日（木） 

「月刊だまされない」投資勧誘詐欺 

くらしナビＡ面 27日（金） 

好調です 超大型読み物「Ｓ（ストーリー）」！ 

東日本大震災 

今だから明かせる「『死』と直面した自衛隊」 

朝刊 ４月 22日（日） 
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 「こころ」のページで、月１回の新コラムがスタートします。寄稿者は、真宗大谷

派僧侶の川村妙慶さん＝写真。泥の中で咲く蓮のように、煩悩や苦しみの多い俗世で、

花を咲かせるような生き方を説きます。読者から人生相談も募り、アドバイスしてい

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 名ゴルファー、青木功プロ＝写真＝の競技人生を描く「体技心」第６部は、「東洋の魔

術」と呼ばれた技術に焦点を合わせます。独特のスタイルで一見、まねをできないよう

に思われがちな青木さんのゴルフですが、実はとても基本を大事にしています。アマチ

ュアとラウンドする際に、懇切丁寧に技を指導することでも知られています。「ゴルファ

ーはみんな仲間。少しでもうまくなってほしい」というプロの思いなども合わせてリポ

ートします。24日から５回を予定。 

 

 

 

 

 タイムリーな情報・話題を紹介する特集ページ「月刊サッカー」の第１回を 24日

朝刊に掲載します。ロンドン五輪で金メダルを目指す「なでしこジャパン」や、ワ

ールドカップブラジル大会出場に意欲を燃やす「ザックジャパン」、Ｊリーグ、海外

の話題まで幅広くカバーする予定です。第１回は、将来のなでしこリーグ入りを目

指して女子サッカーチームを新設した家電量販店「ノジマ」の取り組みをリポート

するほか、日本の女子代表初ゴールを挙げた半田悦子さんにインタビュー。サッカー担当のベテラン、

斉藤雅春編集委員のコラム「ピッチは広く」では、独自の視点で話題を取り上げ、サッカーの楽しさを

伝えます。原則として、これから毎月第４火曜日に掲載します。 

 

 

 

 

橋下徹大阪市長＝写真＝と大阪維新の会が押し進める大阪都構想を、「三都」と並び

称される京都、神戸はどう見るのか。京都の教授が「将来は１府１道２都 43県になる

んですね」と千年の都の余裕を見せれば、神戸の教授は「地方分権ならぬ中央集権化」

と喝破する。そして、当の大阪人は……。 

 

 

 

新コラム「泥の中で咲（わら）う」 

くらしナビＣ面 24日（火） 

長期連載「体技心」第６部 

― 青木功の技を読み解く― 

運動面「インサイド」24日から５回  

「月刊サッカー」が 24日スタート ―― 話題を満載 

「新三都物語」京都、神戸から見た大阪都構想  

しんどない？ 橋下さん 夕刊特集ワイド面 23日（月） 

５月４日（金）の「来週の売り物記事」はお休みします 


